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今夏も猛暑になることが懸念されます。 

暑熱対策をしっかりと行い、今年も夏を乗り切りましょう！ 

 

☆豚が暑さに弱い理由  

 

 

 

 

 

 

気温が 25℃以上になるときは要注意！ 

○暑熱の影響 

（肥育豚）採食量↓ （繁殖豚）繁殖成績↓ 

○暑熱対策 

窓の開け閉め、換気扇や送風機を回す（哺乳豚には直接風を当てない） 

密飼いを避ける 

細霧やドロップ（ペットボトルに入れた氷水を滴下）により体をぬらし、送風する 

 

 

 暑熱対策ぬかりなく！  

置賜家畜保健衛生所 

置賜家畜衛生指導協会 

〒999-2232 南陽市三間通 444 

0238-43-3217 

汗腺がない 

↓ 
発汗による 

体温調整ができない 

厚い皮下脂肪 

↓ 
熱がこもる 

暑熱対策をしっかりと行いましょう！ 
 



★暑熱対策のポイント★ 

畜舎環境整備                                        

○ 熱をさえぎる 

・ 屋根に散水または石灰塗布 

・ 屋根・壁・床への断熱材の設置 

・ ひさし、遮光ネット、グリーンカーテンの設置 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

飼養管理                                        

○ 栄養管理 

・ 食塩、重曹、ビタミン、ミネラルの補給 

・ 冷たく新鮮な水をいつでも飲めるようにする 

・ 飼料の品質劣化・腐敗に注意 

・ 涼しい時間帯に飼料給与し、給与回数を増やす 

○ その他 

・ ハエ等の衛生害虫駆除の実施 

・ 交配は涼しい時間帯に実施し、雄豚の負担を減らすため、交配頻度は週 1～2回

とする 

 

暑熱の影響は秋以降まで続きます 

大切な家畜の夏バテ防止のために、再確認してみませんか？ 

 

 

    

家畜に異状を認めた場合は家畜保健衛生所に直ちに通報願います！ 

０２３８－４３－３２１７  または  ０８０－１８４０－０７０５ 

（24時間対応） 

 

グリーンカーテンの設置   換気扇、送風機の稼動    屋根への石灰塗布 


